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Ⅳ 酸性雨モニタリング調査委託事業

１ 目 的

環境省の越境大気汚染・酸性雨長期モニタリング計画に基づき、酸性沈着による生態系への影響を

把握するため、外部負荷の影響を受けやすいと考えられる山岳地域の天然林における土壌・植生モニ

タリングを実施する。 

２ 材料と方法

２．１ 実施期間：平成25～29年度 

２．２ 担 当 者：谷口公教 

２．３ 場  所：大山町庄司ケ滝付近（大山隠岐国立公園内） 

２．４ 方  法 

 小・中・大の同心円プロットを設定した調査対象林分において、樹木衰退度調査を実施した。調

査地の中心から東西南北に 12m 離れた地点に定点を設定し、定点周辺の選定している上層木 15本につ

いて、樹勢、樹形、枝の成長量、梢端の枯損、落葉率を調べるとともに、葉について色、大きさ、変

形の有無及び障害の有無を調査した。調査結果は委託のあった環境省に提出した。 

３ 結 果 

調査結果は表のように、ハウチワカ

エデ、コシアブラ、ウワミズザクラ、

コミネカエデに枯れ枝や葉の障害等

が認められた。 

これは被圧による陰葉化や虫害に

よると考えられ、酸性雨による影響で

は無いと判断される。 

土壌・植生　E)　樹木衰退度調査表（EANETサブマニュアルに対応した改訂様式）

調査地点名：大山隠岐国立公園

調査実施日：2016.7.28、2016.9.27

調査実施者名：鳥取県林業試験場 谷口公教ほか

個体番号 1 2 3 4 5 7 8 9 12 13 14 15 16 17 18
（毎木調査番号） C3 H10 H1 H7 H11 H3 H12 C26 H5 I 81 H2 H6 H9 M1 M2
方位 (E, W, S, or N) E E E W W S S N S N S S N W W

樹種名（和名）

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ

コ
シ
ア
ブ
ラ

ブ
ナ

キ
ハ
ダ

テ
ツ
カ
エ
デ

ブ
ナ

ブ
ナ

ブ
ナ

ア
ズ
キ
ナ
シ

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ

コ
ミ
ネ
カ
エ
デ

ブ
ナ

ブ
ナ

ブ
ナ

ブ
ナ

(学名）記入しにくい
場合は別表でも良い

Acer Japonicum

Acanthopanax sciadophylloides

Fagus crenata

Phellodendron am
urense

Acer nipponicum

Fagus crenata

Fagus crenata

Fagus crenata

Sorbus alnifolia

Prunus grayana

Acer sp.

Fagus crenata

Fagus crenata

Fagus crenata

Fagus crenata

相対的樹高 - ＋ ＋ ＋ ＋

樹高 (m) 11.6 4.8 22.5 16.9 17.7 27.6 16.9 14.0 13.8 14.2 9.9 23.6 18.2 22.9 18.6

胸高直径 (cm) 26.2 21.1 86.6 32.8 22.9 52.6 38.5 47.3 28.5 30.0 25.8 61.6 48.8 83.6 55.6

樹勢 1 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

樹形 1 1 0 1 1 1 1 0 0 2 1 0 0 0 0

枝の生長量 2 2 0 0 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0

梢端の枯損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

落葉率 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

葉の変形度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

葉の大きさ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

葉色 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

葉の障害状況 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
ダメージクラス

樹木衰退の原因推定

No.1 一部枯れ枝あり。

No.2 幹が裂けて傾斜している。枯れ枝多数あり。

No.5 葉の一部に食害あり。

No.13　一部枯れ枝あり。
No.14　幹の一部が折損している。葉の黄色変色一部あり。


